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1. この文書に付いて

1.1 機能

この取扱説明書は、製品の取り付け・据付・試運転・安全操作・取り

外しに必要な全ての情報を提供します。取扱説明書は、読み易い状態

で、完全版を機器の付近に保管してください。

1.2 対象: 権限・資格のある人向け

この取扱説明書に記述された全ての操作は、使用者によって認められ

た専門技術者が行ってください。

この取扱説明書を熟読し、コンポーネントの据付及び運転の前に、労

働安全及び事故予防のための適用可能な全規定に付いてご確認くださ

い。

組み立て作業員は、コンポーネントの選定、取り付け、内蔵に対し

て、他の技術仕様を遵守するのと同じように、慎重に整合規格を選択

しなければなりません

1.3 使用記号の説明

情報、助言、注釈：

この表示は役立つ追加情報を示します。

注意: 取り扱いを誤った場合に、故障、機能不良が想定され

る内容を示しています

警告: 取り扱いを誤った場合に、傷害を負う可能性が想定

される内容及び物的損害の発生が想定される内容を示して

います。

1.4 適切な使用

本製品は、設備や機械の一部として安全関連機能を果たすために開発

されたものです。設備や機械全体が適格に動作する事を保証する事

は、製造者の責任です。

セーフティスイッチは下記に挙げられたバージョン、又は製造者によ

って許可されたアプリケーションに対してのみ使用しなければなりま

せん。アプリケーションの範囲の詳細は、「製品内容」の章をご参照

下さい。

1.5 安全上のご注意

ユーザーはこの取扱説明書に記載されている、安全上の説明、各国の

設置基準、並びに全ての周知の安全規則や事故防止規則を遵守しなけ

ればなりません。

詳細な技術情報に付いてはSchmersalカタログ、又はインタ

ーネット（products.schmersal.com）上のオンラインカタロ

グをご参照下さい。

仕様などの記載内容に付いて予告なく変更する事があります。あらか

じめご了承ください

取り付け、据付、操作及び保全に関する説明書と同様に安全に関する

注意が遵守されていれば、残留リスクはありません
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1.6 誤使用に関する警告

本製品の不十分、不適切な使用及び無効化の際は、人への危

険、機械、設備への損害を負う可能性があります。 

ISO 13855の関連注意事項もご参照ください。

1.7 免責事項

誤った取り付けやこの取扱説明書を正しく理解していないために起こ

った損害、故障は、Schmersalの免責事項となります。また、製造者に

許可されていない代替・付属品による損害は、製造者の免責事項とな

ります。 

安全上の理由から、デバイスに対する独自の変更や不適切な修理、部

品の交換や改造は厳として認められず、それが理由で発生した故障や

事故に対し、Schmersalは責任を一切負いません。

2. 製品内容

2.1 型式記号

この取扱説明書は、以下の型式に対し適用されます:

SMS ➀-➁

番号 記号 内容

➀ 4 傾斜板なし

5 成型された傾斜板付き

➁ 幅 x 長さ

250-500 250 x 500 mm

500-500 500 x 500 mm

500-1000 500 x 1000 mm

750-1000 750 x 1000 mm

1000-1000 1000 x 1000 mm

1000-1500 1000 x 1500 mm

この取扱説明書に記載されている説明通りに正しく行われて

いる場合に限り、安全機能は、従って機械指令への適合は維

持されます。

2.2 特殊仕様

2.1項のオーダーコードに挙げられていない特別仕様は、一般仕様に準

じます。

2.3 目的

セーフティマットは、危険な動きのある機械やプラントで、人の保護

のために使用されます。典型的なアプリケーションは、例えば木工機

械や裁断機、パンチングプレスの危険な領域や、平面の保護です。セ

ーフティマットは、人の存在を検出する平面状の安全機器です。セー

フティマットは2つの別々の、導電性スチール板で構成されています。

絶縁シートがスチール板を分離します。感圧マットを作動させると、

スチール板間で電気的な短絡が発生します。人がセーフティマットに

乗ると、接続されているセーフティリレーユニットが、危険な動きを

直ちに停止させます。

セーフティマットのシステムは、セーフティマットと1個

のセーフティリレーユニットSRB 301HC/R又はSRB 301HC/

Tのシリーズで構成されています。

セーフティマットは必ずセーフティリレーユニットと共に

お使いください。でなければBGの認証は無効になります。

使用者は関連規格や安全レベルの要求に基づき、安全な接続

を検証し、設計しなければなりません

2.4 安全距離

保護方策を設計する時には、停止時間、作業員の接近速度、

安全距離及びガードの乗り越えと無効化を、特に考慮しなけ

ればなりません。寸法と取り付けが適切である事で、機械が

停止する前に作業者が直近の危険箇所に到達出来ない事を保

証しなければなりません。規格ISO 13855 (機械の安全性、

人体各部の接近速度)は、この接続のための安全距離を計算

する公式を提供しています。

ISO 13855に基づく計算式:

S = K x (T1 +T2) + (1200 - 0,4 H)

S  危険領域から検出箇所、検出線又は保護領域までの最小安全距離(mm)

K  人体又は人体各部の接近速度を通じたデータから導き出された定

数(1600 mm/s)

H  基準面(床など)からの距離(mm)(通常セーフティマットの場合 0 mm)

T1  検出素子(セーフティマット)の作動と、ガード(セーフティリレー

ユニット)が出力信号を「OFF」状態にした時間との間の、安全機

器の最大応答時間

T2  機械の応答時間、即ちガードの出力信号伝送の後、要求される機

械の遮断時間又はリスクの除去時間

安全距離は、通常以下の様に計算出来ます。:

S = 1600 mm/s x (T1 +T2) + 1200 mm

例：

安全距離は、機械の応答時間142.5 msとガードの応答時間45 msで計算

しなければなりません。セーフティマットは床面に設置されます。

S = 1600 mm/s x (0.045 s + 0.1425 s) + 1200 mm

S = 1600 mm/s x (0,1875 s) + 1200 mm

S = 300 mm + 1200 mm

S = 1500 mm

セーフティコンポーネントが組み込まれた制御システ

ムの全体的な構想は、関連規格に対して妥当性を確認

しなければなりません。
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2.5 技術データ

規格: ISO 13856-1, ISO 13849-1

表面材質: ポリウレタン、黒

保護等級: IEC 60529に基づくIP65

汚染度: 3

周囲温度: 0° C ...  60 °C

厚さ: 14 mm

重量: 17 kg/m²

作動力: 150N（Ø 80mm円柱にて)

ケーブル:  

- SMS 4: 4 x 0.25 mm² 

- SMS 5: 2 pc. 2 x 0.25 mm²

ケーブル長: 6 m

応答時間: ≤ 25 ms

機械的寿命: >150万回

許容荷重: 2,000 N / 80 mm Ø

不感領域幅: ≤ 10 mm

2.6 安全分類

セーフティリレーユニットSRB301HC/R又はSRB301HC/Tとの組み合わせで

規格: ISO 13849-1

PL: d

カテゴリー: 3

PFH:  4.2 x 10-8 /h;  

年間最大52,000開閉サイクルで、接点負荷が最大60%のアプリケーショ

ンに適用されます。その他の仕様に関してはご照会ください。

SIL: SIL 2のアプリケーションに適合

指命時間: 20年

3. 取り付け

3.1 一般情報

設置面は平坦で汚れがなく、乾燥している必要があります。セーフテ

ィマットは接着しないでください。全てのケーブルは損傷(押し潰し、

切断など)から保護しなければなりません。

セーフティマットを、ベースプレートを下にして、必要な位置に設置

し、位置決めをしてください。

セーフティマットを折ったり曲げたりしないでください。

複数のセーフティマットを隣接させる場合は、その端面を合わせてく

ださい。それから結線します(「電気配線」の項参照)。

3.2 外形図

全ての寸法表記はmm

A

A

35
35

A

3535

A

SMS 4 SMS 5

記号説明

A 検出面  

(寸法は型式表による)

3.3 SMS 4のアクセサリー

傾斜レール SMS 4-RS-3000

7

3

8,5 13 6

18

67

33,5

1517
,8

90,0°

固定レール　SMS 4-BS-3000

3

13

7

90,0°

8,5

40

7,5

18,5

1517
,8

コーナーセクション SMS 4-EV

67 15

67
15
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3.4 SMS 4の設置

傾斜レール又は固定レールにケーブルを通す時は、押し潰されない様

にしてください。コーナーセクションを使う時は、傾斜レールを20 mm

短くしなければなりません。

ca. 60cm

ca
. 60
cm

コーナーセクションを、ケーブルがダクトに通る様に、ケーブル部に

挿入します(図1）。そこで穴開けをし、6 mmのピンか適切なネジで床

に固定します。

(図1)

マットの側面に沿って傾斜レールをスライドさせ、コーナーセクショ

ンのガイドピンに挿入します(図2)。レール上のマーキングラインに

沿って、固定点をマーキングし、付属のプラグ用に10 mmの穴を開け

ます。

1

2

2

1

マーキングナット

(図2)

6 mmのダボと適切なネジ（約60 cm毎）でレールを素材に固定します 

(図3)。

(図3)

別のコーナーセクションを、マットの端面に沿ってスライドさせ、ガ

イドピンをレールソケットに挿入します。そこで穴開けをし、6 mmの

ピンか適切なネジで床に固定します。

2

1

(図4)

機械側に固定レールSMS 4-BS-3000を取り付ける事で、取り付けは終わ

ります。ケーブルレールを6 mmのピンか適切なネジで固定します(約60 

cm間隔)。可能ならケーブルの引出は横にしてください(図5)

(図5)

セーフティマットの電気配線をします(電気配線の項を参照)。

3.5 SMS 5の設置

セーフティマットを置き、位置調整をしてください。セーフティマッ

トが滑ったり動いたりしない様、適切なネジとピンでそれぞれの端を

固定してください。

= =

=
=

(図6)

複数のマットの隣接した取り付け

複数のマットを隣接させる場合は、その端面を合わせてください 

(図7)。

(図7)
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そのためには、成形された傾斜レールを状況に応じて切断してくださ

い(図8)。

(図8)

セーフティマットを置き、位置調整してください。それから結線します

(「電気配線」の項参照)。セーフティマットが滑ったり動いたりしない

様、適切なネジとピンでそれぞれの端を固定してください(図9）。

======

=
=

(図9)

傾斜板又は固定板を用いたマットの取り付け

SMS 5シリーズのセーフティマットでも、DINレールSMS 4-RS-3000及び

SMS 4-BS-3000を使って取り付ける事が出来ます。このために、成形さ

れた傾斜レールを取り外し、第3.3項にある様にDINレールを取り付け

ます。

3.6 ケーブル配線

機械側のケーブル配線

• セーフティマットを機械本体の手前に設置(図10)

• 固定レールSMS 4-BS-3000の使用(図11)

• 現場ケーブルダクトの使用(図12)

(図10)

(図11)

(図12)

アルミニウムプロファイルSMS 4-BS-3000を使う時は、成形

された傾斜レールは取り外さなければなりません(図8)。

機械側と反対側のケーブル配線

• セーフティマットを機械本体に直接付けて設置(図13)

• 傾斜レールの使用(図14)

(図13)

(図14)

アルミニウムプロファイルSMS 4-BS-3000を使う時は、成形

された傾斜レールは取り外さなければなりません(図8)。

ケーブル引き出し

結果としてケーブルの挟み込みや押し潰しを避けるために(図16)、図

の様にケーブルを出したい側をカットします(図15)。

切り込み

(図15) (図16)
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4. 電気配線

電気配線は通電されていない状態で、専門技術者が実施して

ください。

4.1 電気配線

セーフティマットは、固定接続された4芯の被覆ケーブルで配線しま

す。SMS 4のそれぞれの導線には1から4までの番号が付いており、SMS 

5の銅線は青色と茶色のマーキングがあります(図17)。より大きな領

域を保護するために、複数のマットを1枚のマットとして接続する事

が出来ます。最大5枚のセーフティマットを1台のセーフティリレーユ

ニットに接続出来ます。このため、個々のセーフティマットが直列に

配線されています(図18参照)。ループインピーダンスは40Ω以下でな

ければなりません。セーフティマットの接続に関するより詳しい情報

は、付録の配線例や、セーフティリレーユニットSRB 301HC/R又はSRB 

301HC/Tの取扱説明書をご覧ください。

1

2 4

3 線材の色
分け

SMS 4 SMS 5

1 茶 青

2 白 茶

3 青 青

4 黒 茶

(図17)

1

2 4

3 1

2 4

3 1

2 4

3

(図18)

5. 立ち上げと保全

5.1 機能テスト

セーフティマットの安全機能はテストしなければなりません。以下の

条件を事前にチェックし、適合していなければなりません：

1.  セーフティマットと場合によりDINレールは、床面に確実に設置さ

れているか。

2. 電源ケーブルの固定と完全性

セーフティマットの上に乗って、セーフティリレーユニットの出力リレ

ーが遮断され、機械の危険な動きが停止するかチェックしてください。

5.2 保全

通常の目視検査及び機能テストに加えて、以下のチェックをお勧めし

ます。

•  セーフティマットと場合によってはDINレールが、安全に固定されて

いるか、損傷はないかチェックします

• ケーブルの損傷をチェック

• 5.1項の機能テスト

破損、故障の場合は交換してください。

6. 取り外し・廃棄

6.1 取り外し

セーフティマットは、必ず電源を切った状態で取り外してください。

6.2 廃棄処分

セーフティマットは、国家規格、法令に従って、適切に廃棄しなけれ

ばなりません。
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7. 付録

7.1 配線例

アプリケーション例を提示します。しかしながらこれはユーザーが、個々のアプリケーションでスイッチやセットアップが適当かどうかの、注意

深いチェックをしなくてもいいと言う事ではありません。

A1

A2

S13 S14 S23 S24 X2 X3 13

14

KB

KA

N

Control logic

23

24

33 41

L1

34 42

K1

K1

F1

ON
K2

K2

SRB301HC

3
M

S

OUTIN A IN B

SMS

21

43

SRB301HC/R

A1

A2

S13 S14 S23 S24 X2 X3 13

14

KB

KA

N
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記号説明

S バックチェック回路

J リセットボタン
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8. EU適合宣言書

K.A. Schmersal GmbH & Co. KG

Möddinghofe 30, 42279 Wuppertal

ドイツ

Phone: +49 202 6474-0

Telefax: +49 202 6474-100

E-Mail: info@schmersal.com

Internet: www.schmersal.com

発行場所・日付 Wuppertal, 2020年2月11日

法的署名
Philip Schmersal
社長

EU適合宣言書

原文翻訳：本日本語訳は、Schmersal本社
のドイツ語原文を基に作成されたものであ
り、翻訳上の疑義がある場合、原文及び英
文のみが有効となります。

K.A. Schmersal GmbH & Co. KG
Möddinghofe 30
42279 Wuppertal
Germany
Internet: www.schmersal.com

ここに、以下に述べるコンポーネントが、その基本設計と構造に於いて、適用可能な欧州指令に適合している
事を宣言する。 

製品名 SMS 4
SMS 5

タイプ: 型式記号参照

製品内容 セーフティリレーユニットSRB 301HC/R又はSRB 
301HC/Tと接続されたセーフティマット

関連指令: 2006/42/EC
2011/65/EU

機械指令
RoHS指令

適用規格: EN ISO 13856-1:2013,
EN ISO 13849-1:2015

型式検定試験所: TÜV NORD CERT GmbH
Langemarckstr. 20, 45141 Essen
認証番号: 0044

EC型式試験認証 44 205 140 80001

技術文書の責任者: Oliver Wacker
Möddinghofe 30
42279 Wuppertal

最新の適合宣言書はインターネット（products.schmersal.

com）からダウンロード出来ます。
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